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ご使用いただく前に 

 

この取扱説明書は、安全に関する注意、取扱上の注意をはじめ、仕様、取付・配線、起動・運転調整などにつ

いて詳しく説明しています。 

内容を十分ご理解のうえ、本製品を正しくお使いくださるようお願いいたします。 

 

取扱説明書の遵守事項 
取扱説明書について守っていただきたい項目は、以下のとおりです。 

 

 警告 

 取扱説明書を熟読してください。 

この取扱説明書には重要なことが記載されていますので、必ず最後まで熟読し、十分にご理解ください｡ 

 取扱説明書をいつでも読めるように手元に置き、大切に保管してください。 

本製品を取り扱う場合は、この取扱説明書は重要ですので、大切に保管してください。保管のご担当者

や保管場所を決めてください。 

 取扱説明書を取扱者の手元に届けてください。 

本製品を搭載した機械を販売、または再販される場合は、必ずこの取扱説明書を実際に取り扱う方また

は操作する方の手元に確実に届けてください。 

 取扱説明書を紛失した場合は、すぐ補充してください。 

万一この取扱説明書を紛失した場合は、当社に連絡してください。 

 

製品保護のための注意事項 
 

 注意 

本製品の保護のため、以下のことをお守りください｡ 

 正しい設置、配線を行ってください｡ 

 仕様を超える条件、環境で使用しないでください｡ 

 本製品に手や足をかけたり、無理な荷重を加えたりしないでください｡ 

 本製品は、精密な電子機器です。丁寧にお取り扱いください。 

 

この取扱説明書では取扱上の注意事項のなかで、特に重要な点を下記のように表示しております。 

 

取扱上の注意 

注意しなければならない内容を記載しています。お守りください。 
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はじめに 

 

本書について 
本書は、ディジタル弁コントローラ DC-A5M-*-10 から DC-A5M-20 に換装する手順を解説した換装要領書で

す。 

● 本書は、機械、電気、制御関係の技術者を対象としています。 

● 本書では、換装する製品の形式に関して、特記を除き以下のとおり表記しています。 

 

表記 製品形式 

10 デザイン DC-A5M-*-10 
20 デザイン DC-A5M-20 

 

その他のディジタル弁コントローラについては、それぞれの取扱説明書をご参照ください。 

 

 

関連文書 
必要に応じて、下記をご参照ください。 

 

文書種類 タイトル 文書番号 内容 

取扱説明書 DC-A5M-20 取扱説明書 TS26-001 ― 
取扱説明書 DC-A5M-*-10 取扱説明書 プリセット動作編 TS16-033 ― 
取扱説明書 DC-A5M-*-10 取扱説明書 パラレル入力動作編 TS16-034 ― 
取扱説明書 DC-A5M-*-10 取扱説明書 拡張プリセット動作編 TS16-035 ― 
取扱説明書 DC-A5M-*-10 テクニカルノート TS16-031 ― 
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安全に関する注意 

 

油圧機器は正しい使い方をすれば、本来の機能を発揮します。しかし、油圧機器は一種の圧力容器であり、ま

ちがった使い方をすると、破損によって死亡など人身事故につながることがあります。製品を安全にご使用い

ただくために、この“安全に関する注意”をよくお読みになり、記載事項を必ず守ってください。 

 

取扱説明書で使用している安全に関する表示の意味は次のとおりです。 

 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、“ 人が死亡または重傷を負う

危険が差し迫って生じることが想定される”内容を示しています。 

  

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、“ 人が死亡または重傷を負う

可能性が想定される”内容を示しています。 

  

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、“ 人が傷害を負う可能性また

は物的損害のみの発生が想定される”内容を示しています。 

 

 

関連法規 
 

 警告 

下記関連規格の安全に関する法規類を必ず守ってください。 

 高圧ガス保安法 

 労働安全衛生法 

 消防法 

 防爆等級 

 JIS B 8265 圧力容器 

 JIS B 8361 油圧システム通則 

 

  

危険 

警告 

注意 
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仕様・性能、取扱 
 

 警告 

 本製品は、精密な電子機器です。本製品を分解・改造しないでください。製品の破損により、装置の誤動

作など重大な事故を起こすおそれがあります。 

 煙が出ている、変な臭いがする、変な音がするなどの異常や危険を感じたときは、直ちに操作・運転を中

止し、電源を遮断してください。そのまま使用するとシステム（油圧装置、機械装置）の異常動作、油の着

火などの事故を起こすおそれがあります。 

 指定外の電圧で使用すると、火災や感電の原因になります。 

 本製品および接続した電線に、過大な荷重・振動・衝撃を与えないでください。製品が外れて落下するお

それがあります。また、製品が破損し、けがや周囲を破壊する原因となります。 

 本製品は防爆構造ではありません。引火・爆発の起因となるような可燃性のガスや液体の存在するおそ

れがある危険場所には使用しないでください。 

 結線は取扱説明書の結線要領に従って、正しく行ってください。誤った接続は、油圧システムの障害や

火災の原因になることがあります。 

 使用温度範囲内でご使用ください。使用温度範囲外で使用すると、本製品が故障または破損し、けがや

周囲を破壊する原因となります。 

 取付は、取扱説明書に従って確実に行ってください。 

 本製品は、精密な電子機器のため、ノイズ源からはできるだけ遠ざけてください。本製品へ供給する電

源も、ノイズフィルタ等によりノイズを取り除いてください。 

 本製品を適用するにあたり、ご使用になるディジタル弁に対して本製品が適合していることをご確認くだ

さい。仕様が適合しないディジタル弁との組み合わせを行うと、製品の破損や装置の誤動作など重大な

事故を起こすおそれがあります。 

 

 注意 

 本製品は、精密な電子機器で構成されていますので丁寧にお取り扱いください。 

 「絶対最大定格」を超えた場合は、製品が破損し、重大な事故につながる可能性があります。 
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取付・取外、設置、配管、配線 
 

 警告 

 設置場所の注意 

- 腐食性、引火性雰囲気では使用しないでください。 

- 事故などによる発火時に引火しないよう設置してください。 

- 水や油がかからないよう設置してください。火災や感電の危険があります。 

 取付、取外、配管などの作業を行う前に、必ず以下の事項を行ってください。怠ると、作業中に装置が動

き出したり、油が噴出したりして重大な事故を起こすおそれがあります。 

- 電源のスイッチを切り、モータ、エンジンが停止したことを確認してください。 

- 本製品の取付、取外時は、シリンダ、油圧モータなどの負荷を固定してください。 

- 油圧配管内およびシリンダ内部の圧力を「0」にしてください。 

 本製品や工具などを落とし、けがをするおそれがあります。安全靴などの保護具を着用して作業を行っ

てください。 

 正しく設置してください。落下などにより破損が発生した場合に、装置の誤動作などにより重大な事故を

招くおそれがあります。 

 設置や運搬の際は、製品本体を持ち上げて作業してください。突起部に過度な力を加えると、変形・破損

し、装置の誤動作により重大な事故を招くおそれがあります。 

 設置の際に、本製品のフレームを曲げないようにご注意ください。基板や部品が破損して動作不良とな

り、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 配線上の注意 

- 結線は配線図に従い、専門知識を有する人が正しく行ってください。 

- 結線は傷ついたり、引っ張られたり、挟まれたりしている状態にしないでください。 

- 必要に応じて耐油性ケーブルを使ってください。 

 取扱中や設置の際に、取扱上必要でない基板上の部品に触れないようにご注意ください。基板や部品

が破損して動作不良となり、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 通電したまま配線のつなぎ替え、コネクタの挿抜を行わないでください。意図しない動作により、重大な

事故を招くおそれがあります。 

 制御出力端子（READY）の最大電流は 50mA です。50mA 以上の過電流が流れない接続を行ってくださ

い。過電流により内部素子が焼損し、本製品の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 アース端子は必ずアースに接続してください。アースの接続を行わないと、漏電により感電するおそれが

あります。 

 

 注意 

 本製品には鋭利な部分があります。設置や操作の際に、触れてけがをするおそれがあります。手袋など

保護具を着用して作業することをおすすめします。 

 本製品は、ノイズ発生源からできるだけ離して設置してください。ノイズにより誤動作のおそれがありま

す。電源ラインにノイズが重畳する場合は、電源ラインにノイズフィルタを使用してください。 

 電線を接続後、電線を介して本製品に不要な力が加わらないように注意してください。 
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初期設定 
 

 注意 

本製品の「初期設定」を行わずに起動した場合は、環境の不一致によりエラーとなり、正常に起動しない場

合があります。システム全体の動作に重大な障害となるおそれがあります。「初期設定」を使用環境に一致

させるまで、システムの電源を投入しないでください。 

 

運転、操作、調整 
 

 危険 

爆発または燃焼する危険性のある雰囲気の中では、それに適した製品以外は絶対に使用しないでくださ

い。爆発または燃焼などによって死亡や大けがにつながります。 

 

 警告 

 通電・運転の前に結線を確認し、誤りのないことをご確認ください。誤った結線のまま通電・運転すると、

内部の回路が破損し、装置の誤動作など重大な事故を招くおそれがあります。 

 本製品に通電中は、充電部（通電されている金属部分）に手を触れたり、結線したり、取り外しを行わな

いでください。感電したり、けがをしたり、装置の誤動作など重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 操作により出力が ON/OFF する場合、油圧システムが突然動作するなど、問題のないことを十分に確認

しながら操作してください。確認を怠った場合、突然の動作により重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 取扱中や設置の際に、基板上の部品に触れないようにご注意ください。基板や部品が破損して動作不

良となり、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 運転を停止する際には、指令入力を「0」にするか、指令入力を遮断してください。次に動作が停止してい

ることを確認してから、電源を切断してください。指令を与えたまま電源を切断した場合、ディジタル弁の

意図しない動作により、装置の誤動作など重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 設定を行う際は、ディジタル弁の動作が急激に変化し、重大な事故を招くおそれがあるため、油圧システ

ムの動作に注意しながら操作してください。動作確認を怠ると、油圧システムの動作が急激に変化し、重

大な事故を招くおそれがあります。 

 

 注意 

本製品は、カタログ、図面、仕様書などに記載された仕様を守り、正しく使用してください。 
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保守・保管 
 

 警告 

本製品の改造は絶対にしないでください。また、当社に断りなく分解、組み直しをしないでください。規定の

性能、特性が発揮できず、事故や故障の原因になります。 

 

 注意 

 本製品の故障・損傷の原因となるので、次のような場所に保管しないでください。 

- 水のかかる場所 

- 塩分や硫黄など腐食性ガス雰囲気 

- 振動、衝撃のある場所 

- 化学薬品保管場所 

- 直射日光のあたる場所 

- 高温の車内など、保存温度範囲を逸脱する場所 

- 保存湿度範囲を逸脱する場所 
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1. 概要 

 

本章では、ディジタル弁コントローラを換装するにあたり、10 デザインと 20 デザインの変更点の概要を説明しま

す。 

 

1.1 仕様・機能 

仕様、機能などの変更点を説明します。 

1.1.1 ハードウェア仕様変更点 

ハードウェアに関する変更点を次表に示します。 

設置形状や設置方法が異なるため、あらかじめ仕様に応じた事前準備が必要です。 

 

表 1-1 ハードウェア仕様の変更点 

項目 

20 デザイン 10 デザイン 

解説 
DC-A5M-20 

DC-A5M- 
F-10 

DC-A5M- 
R-10 

外形 
寸法 

高さ 176mm 230mm 
全体的にコンパクトになっています。 

幅 60mm 64mm 
奥行き 123mm 157mm 176mm  

設置方法 壁面 
壁面／ 
パネル 

パネル 
壁面のみになります。 
パネル設置にはサポートが必要です。 

取付 
寸法 

幅 40mm 40mm ― 縦寸法が短くなります。 
高さ 166mm 220mm ―  

電気接続 
スクリューレス 

コネクタ 
ねじ式端子盤 

端末処理の変更が必要です。 
適用電線径に注意が必要です。 

制御入力点数 
（リセットを除く） 

12 点 
11 点 

（前面：8 点、下面：3 点） 
1 点追加し、すべて前面接続になります。 

制御出力

（READY） 
2 端子 
無極性 

4 端子 
有極性 

電源入力端子は省略になります。 
有極性 FET 出力から無極性 MOS FET 出力

になります。 

初期設定 
押ボタンスイッチ 

操作 
下面トグルスイッチ 

操作 
下面スイッチが無くなり、押ボタンスイッチによ

る操作に変更になります。 

PC アプリ対応 ○ × 
PC と USB 接続し、専用アプリで設定が可能で

す。 
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1.1.2 機能変更点 

機能に関する変更点を次表に示します。 

20 デザインは、10 デザインに対して機能面で上位互換です。 

 

表 1-2 機能の変更点 

項目 20 デザイン 10 デザイン 解説 

プリセット動作モード時の入力点

数（設定点数） 
12 点 

8 点（底面端子を含まない） 
11 点（底面端子を含む） 

1 点追加しています。 

拡張プリセット動作モード時の入

力点数（1 ファイルあたり） 
9 点 8 点 1 点追加しています。 

パラレル入力動作モード時のス

テップ時間設定点数 
8 点 

4 点（±157 ステップ） 
8 点（0～250 ステップ、 
±100 ステップ） 

ディジタル弁の種類を問わず、

常時 8 点の使用が可能です。 

 

 

1.1.3 表示・表記変更点 

本体の表示および取扱説明書などの表記に関する変更点を次表に示します。 

 

表 1-3 表示・表記の変更点 

項目 20 デザイン 10 デザイン 解説 

制御入力端子名表記 

10 A アルファベット表記から 2 桁数字に変更しています。 
ただし 7 セグメント LED は以下のとおりです。 
 表記：10→表示：A 
 表記：11→表示：b 
 表記：12→表示：C 

11 B 

12 （無し） 

押ボタンスイッチ 

UP、UP スイッチ 、UP ボタン 

三角記号はありません。 
「ボタン」は「スイッチ」に変更しています。 

DN、DN スイッチ 、DOWN ボタン 
CH スイッチ CH ボタン 

MODE スイッチ CH ボタン 

 

 

  



[TS26-002A] 

9 

1.1.4 表記用語の変更点 

取扱説明書などに使用する用語の主な変更点を次表に示します。 

 

表 1-4 使用用語の変更点 

20 デザイン 10 デザイン 解説 

制御入出力 接点入出力 
チャンネル入力および READY 出力端子の呼称を「接点」から「制御」に変更し

ています。 
ステップ時間 ステップ間隔 ステッピングモータの 1 ステップを移動する時間です。単位は ms です。 

ディジタル弁 バルブ 
ディジタルリリーフ弁、ディジタル流量調整弁、ディジタル方向・流量制御弁を指

します。 

中立原点 原点 
リセット時（ステッピングモータが非励磁時）に、ディジタル弁のスプールがスプ

リングにより中立状態になる位置を指します。 
弁ステップ位置 バルブ開度 中立原点から変化したときに、ステッピングモータのステップ数を指します。 

 

 

1.1.5 初期値の変更点 

当社工場出荷時／初期化時の初期値に関する変更点を次表に示します。 

 

表 1-5 初期値の変更点 

項目 20 デザイン 10 デザイン 解説 

保守モードのステップ 
時間下限値 1ms 0.4ms 

ステップ時間を 1ms 未満にする場合は、ステップ時間下

限値を小さくしてください。 
ただし、ステップ時間が小さい場合、ステッピングモータ

が脱調し、指令と弁ステップ位置が乖離する場合があり

ます。 
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1.2 外形図 

20 デザインと 10 デザインの正面図の比較を次図に示します。 

20 デザインでの変更点は次のとおりです。 

● 接続を端子盤からスクリューレスコネクタに変更 

● 下面の接続端子をすべて前面に移動 

● 表示部・設定部のレイアウトを大きく変更 

 

 
図 1-1 20 デザイン（左）／10 デザイン（右）の正面図 

 

USB 
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2. 設置 

 

本章では、設置方法、配線方法の変更点を説明します。 

 

2.1 据付・取付 

20 デザインは、壁面設置にのみ対応しています。 

 

2.1.1 壁面設置 

20 デザインと 10 デザインは、次図に示すとおり、幅は 40mm で同一ですが、縦寸法が異なります。 

● 20 デザイン：166mm 

● 10 デザイン：220mm 

上下のいずれかの既存の M4 ねじ穴を流用し、2 箇所の M4 ねじ穴を追加工するか、4 箇所の M4 ねじ穴を追

加工してください。 

 

 
図 2-1 取付寸法の違い 
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2.1.2 パネル設置 

20 デザインをパネルに設置する場合は、サポートが必要です。サポートの参考形状を示します。 

弊社からサポートの提供はありません。 

 

 
図 2-2 サポート形状（参考） 
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2.2 配線 

配線に使用する接続端子、電線などを説明します。 

2.2.1 接続端子 

接続端子の互換表を次に示します。 

 

表 2-1 接続端子の互換表 

端子機能 

端子記号 

20 デザイン 10 デザイン 

スクリューレスコネクタ 端子盤 

電源 AC100V～240V 
Live L 

AC100-240 
Neutral N 
Earth FG FG 

ディジタル弁 

A A A 
B B B 
C C C 
D D D 
E E E 
― ― NC 

READY 出力 

電源 24V ― 24V 
電源 0V ― 0V 
出力 1 RDY1 RDY-P 正 
出力 2 RDY2 RDY-N 負 

制御入力 

コモン C COM 

前面 

リセット R RST 
CH1 1 CH1 
CH2 2 CH2 
CH3 3 CH3 

CH4 4 CH4 
CH5 5 CH5 
CH6 6 CH6 
CH7 7 CH7 
CH8 8 CH8 
CH9 9 CH9 

下面 CH10 10 CHA 
CH11 11 CHB 
CH12 12 ― 
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2.2.2 適用電線径と端末加工 

配線敷設に際しては、適合電線径にご注意ください。適合しない電線径の場合は、適合したサイズの電線に変

更が必要です。 

● ディジタル弁接続コネクタは、当社製専用ハーネス DC-H を使用している場合は適合します。 

● 丸形圧着端子や先開型圧着端子を使用している場合は切除してください。 

● リード線端にはフェルール端子（絶縁カラー付きスリーブ）の使用を推奨します。 

 

表 2-2 適用電線径 

項目 電源入力コネクタ ディジタル弁接続コネクタ 制御入出力コネクタ 

接続電線サイズ 
（単線・撚線とも） 

0.2～4mm2（#24～#10） 0.2～2.5mm2（#24～#12） 0.2～2.5mm2（#24～#12） 

電線剥き長さ 10～12mm 10mm 10mm 
適用絶縁カラー付き 
スリーブ 

0.25～4mm2 0.25～2.5mm２ 0.25～2.5mm２ 

 

 

  



[TS26-002A] 

15 

2.2.3 READY 出力 

READY 出力の変更点を説明します。 

 

内部回路構造 

10 デザインには 24V と 0V の端子があり、ON 時に「RDY-P」／「RDY-N」端子に 24V と 0V が印加される回路

になっています。 

20 デザインには 24V と 0V の端子がありません。 

 

 
図 2-3 20 デザイン（左）／10 デザイン（右）の READY 出力回路 

 

 

接続互換 

「RDY1」端子と「RDY2」端子間に直列に電源と負荷を接続してください。 

「RDY1」、「RDY2」に極性はありません。 

 

表 2-3 READY 出力端子の互換表 

機種 電源 出力 

10 デザイン 24V 0V RDY-P RDY-N 
20 デザイン ― ― RDY* RDY* 

 

 

  

（自己復帰型ヒューズ） 
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2.2.4 制御入力 

制御入力の変更点を説明します。 

 

内部回路構造 

内部回路構造は両デザインともに同じです。 

 

 
図 2-4 20 デザイン（左）／10 デザイン（右）の制御入力回路 

 

 

端子名称 

端子名称が異なる点にご注意ください。 

また、10 デザインでは下面にあった「9」端子～「B」端子の接続が、20 デザインでは前面に変更になっている点

にご注意ください。 

 

表 2-4 制御入力端子名称の互換表 

機種 コモン リセット 入力 

10 デザイン COM RST 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B  
20 デザイン C R 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

 

 

  

内部グランド 

内部グランド 

内部グランド 
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接続互換 

10 デザインの正面端子盤のみ使用する場合の換装については、端子名称は読み替えで問題ありません。 

10 デザインで下面のオプション端子盤（TB5）を使用している場合は、次の 2 つの表のとおり変更になります。 

 

表 2-5 制御入力と動作モード 

10 デザイン 

動作モード 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B  
拡張プリセット 動作 CH 選択：8CH ファイル選択：3Bit  
プリセット 動作 CH 選択：11CH  

パラレル入力 
0～250 ステップ 指令設定：8Bit 応答選択：3Bit  
±100 ステップ 指令設定：8Bit(2 の補数) 応答選択：3Bit  
±157 ステップ 指令設定：9Bit(2 の補数) 応答選択：2Bit  

20 デザイン 

動作モード 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
拡張プリセット 動作 CH 選択：9CH ファイル選択：3Bit 
プリセット 動作 CH 選択：12CH 

パラレル入力 
0～250 ステップ 指令設定：8Bit  ステップ時間選択：3Bit 
±100 ステップ 指令設定：8Bit(2 の補数)  ステップ時間選択：3Bit 
±157 ステップ 指令設定：9Bit(2 の補数) ステップ時間選択：3Bit 

 

表 2-6 ファイル選択、ステップ時間選択（応答選択）の接続端子の互換表 

動作モード デザイン 

接続端子 

Bit0 

LSB 
Bit1 Bit2 

拡張プリセット動作モード 
ファイル選択 3Ｂｉｔ 

10 デザイン 9 A B 
20 デザイン 10 11 12 

パラレル入力 0～250／±100 ステップ 
ステップ時間選択（応答選択）3Bit 

10 デザイン 9 A B 
20 デザイン 10 11 12 

パラレル入力 ±157 ステップ 
ステップ時間選択（応答選択）2Bit 

10 デザイン A B  
20 デザイン 10 11  
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2.2.5 接続例 

AC 電源接続とディジタル弁接続は、接続端子の変更のみで互換性があります。 

READY 出力の接続、制御入力の接続は、「2.2.3 READY 出力」、「2.2.4 制御入力」をご参照ください。 

 

10 デザインの接続例では、制御入出力の DC24V 電源を共通で接続していますが、分離している場合も換装対

応可能です。 

 

 
図 2-5 20 デザイン（左）／10 デザイン（右）の接続例 

 

 

 

ディジタル弁 専用ハーネス 

ディジタル弁 専用ハーネス 

※ シンク接続の例です。 

 ソース接続も可能です。 
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3. 起動 

 

電源を投入後、初期設定を行います。本章では、起動方法、初期設定の変更点を説明します。 

 

取扱上の注意 

 指令入力がなく、ディジタル弁が中立原点位置に戻っている状態を確認してから、初期設定を行ってくだ

さい。指令入力がある状態で初期設定に遷移したり、初期設定中に指令を入力したりすると、「エラー08

（Er.08）初期設定異常」を表示してステッピングモータは非励磁状態になり、強制的に中立原点位置に戻

ります。「エラー08（Er.08）初期設定異常」は、指令入力をすべて OFF にすると、初期設定に遷移します。 

 ディジタル弁と接続せずに起動すると、「エラー03（Er.03）断線検出」を表示します。この状態でも、初期

設定への遷移が可能です。 

 

3.1 起動方法 

電源投入方法に変更はありません。 

20 デザインでは、L/N 極性を表記しています。 

必要に応じて検電を行い、極性を確認してください。 

 

 

3.2 初期設定 

専用アプリまたは本体での初期設定・保守モード設定について、変更点を説明します。 

3.2.1 専用アプリを使用した初期設定・保守モード設定 

20 デザインでは、専用アプリを使用して、PC から遠隔で初期設定・保守モード設定が可能です。 

10 デザインの初期設定値および保守モード設定値を確認し、専用アプリで同一値を設定してください。 

専用アプリの操作については、専用アプリの取扱説明書をご参照ください。 
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3.2.2 本体での初期設定・保守モード設定 

専用アプリを使用せず、本体で初期設定を行う場合は、初期設定に遷移する方法に変更があります。 

 

初期設定への遷移手順の変更点 

10 デザインでは下面の初期設定用スイッチを切り換えることにより初期設定に遷移するのに対し、20 デザイン

では押ボタンスイッチの操作により初期設定に遷移します。 

 

表 3-1 初期設定への遷移手順の変更点 

20 デザイン 10 デザイン 

 

 

 

 

 

  

MODE スイッチ、UP スイッチ 

を同時に 2 秒押下 

通常運転・モニタ 

指令無し 

CH ： 

VALUE ：init 

TIME ：SEt  

CH ：0 

VALUE ：0 

TIME ：5.00  

離す 

CH ： 

VALUE ：－－－－ 

TIME ：  

MODE スイッチ押下 

初期設定 

数値単位の設定 

に遷移 

初期設定 

スイッチ 
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初期設定から通常運転・モニタへの遷移操作手順 

10 デザインでは下面の初期設定用スイッチを切り換えることにより通常運転・モニタに遷移するのに対し、20 デ

ザインでは押ボタンスイッチの操作により通常運転・モニタに遷移します。 

 

表 3-2 通常運転・モニタへの遷移手順の変更点 

20 デザイン 10 デザイン 

 

 

 

CH ：S （点滅）  

VALUE ：250   

TIME ：000    

CH ： 

VALUE ：－－－－ 

TIME ： 

 

CH ：  

VALUE ：SAVE  

TIME ：YES (点滅)  

CH ：  

VALUE ：SAVE  

TIME ： no (点滅)  

CH ： 

VALUE ：SAVE 

TIME ：  

通常運転・モニタ 

保存 

初期設定変更中 

保存 No 選択 

保存 Yes 選択 

離す 

UP スイッチ押下 

MODE スイッチ押下 

MODE スイッチ 2 秒押下 

初期設定 

スイッチ 
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初期設定項目・保守モード項目について 

初期設定項目と操作、保守モード項目には違いがありませんが、保守モードの項目選択操作、保守モードの抜

け方、ゲインリニアライズ機能の入り方抜け方は 10D と異なっています。 
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4. 運転・操作方法 

 

本章では、運転・操作方法の変更点を説明します。 

 

4.1 動作設定・モニタ 

動作設定・モニタの変更点を説明します。 

4.1.1 専用アプリを使用した動作設定・モニタ 

20 デザインでは、専用アプリを使用して PC から遠隔で動作設定・モニタが可能です。 

10 デザインの動作設定値を確認し、専用アプリで同一値を設定してください。 

専用アプリの操作については、専用アプリのマニュアルをご参照ください。 

 

4.1.2 本体での動作設定・モニタ 

動作設定・モニタの本体での操作方法は、10 デザイン、20 デザインで共通です。 

 

 

4.2 運転・操作 

運転・操作は、10 デザイン、20 デザインで共通です。 
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5. .トラブルシューティング 

 

本章では、トラブルシューティングの変更点を説明します。 

 

5.1 エラーメッセージ 

20 デザインのエラーコードと内容は、10 デザインから変更になっています。 

対照表は次のとおりで、20 デザインのエラーコードに類似した 10 デザインのエラーコードも示しています。 

 

表 5-1 エラー対照表 

20 デザイン 

エラーコード 
エラー種類 エラー内容 

10 デザイン 

エラーコード 

Er.00 記憶素子データ異常 
フラッシュメモリから正常にデータが読み出せないか書き

込めない状態です。データの異常かメモリ破損の可能性が

あります。 
Er.00 

Er.01 CPU 暴走 
マイコンが正常に動作しない状態です。マイコンが故障し

た可能性があります。 
― 

Er.03 断線検出 
ディジタル弁間の接続経路、または、ディジタル弁内部が

断線した可能性があります。 Er.03 

Er.04 短絡、過電流検出 
ディジタル弁間の接続経路、または、ディジタル弁内部に

短絡や絶縁不良が生じた可能性があります。 
Er.04 

Er.05 内部電源電圧異常 
内部回路の電圧に異常があります。電源回路が故障した

可能性があります。 
― 

Er.06 ドライバ異常 
ディジタル弁駆動出力段回路が故障した可能性がありま

す。 
Er.06 

Er.07 設定データ不正 
電源投入時に、フラッシュメモリデータの整合性をチェック

し、初期設定と動作設定相互に矛盾がある場合や、設定

値異常の場合に発生します。 
Er.07 

Er.08 初期設定異常 
初期設定中に指令を入力した場合や、動作中に初期設定

を行った場合に発生します。 Er.08 

Er.09 表示ドライバエラー 
LED や 7 セグメント LED がすべて消灯している状態で、内

部接続の異常で発生します。エラーは本体には表示され

ません。専用アプリで確認できます。 
― 
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改版履歴 

 

版 改版年月日 改版内容 

― 2026-02-27 初版発行 

Ａ 2026-03-19 本社所在地変更 
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内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 

内容について不明な点がありましたら当社までご連絡ください。 
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